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頑張った２学期！もうすぐ冬休み！

もうすぐ、運動会や社会見学など様々な行事があった２学期が終わろうとしています。各学年でそ
れぞれが自分の目標を決めよく努力した２学期であったと思います。コロナ禍に負けずに頑張ってき
た子供たちに大きな拍手を送ります。終業式には子供たちが通知票（学びのすがた)を持ち帰ります。
子供たちの頑張っている様子をご覧ください。そして、お子さんの褒めるところをたくさん見付けて、
いつもより多く話をしてください。
さて、冬休みは、２週間と短いですが、一年の終わりと始まりを経験する大切な時期です。一年の

終わりとして、御家庭では、大掃除や片付けをすると思います。これは、一年間の終わりに掃除をし
てきちんときれいな家庭で新年を迎えたいという昔からの風習です。ぜひ、片付け等をするときは子
供たちにも手伝わせてください。きれいに掃除した後は、鏡餅を飾り、年越しそばを食べるときには、
今年一年のなかで、頑張ったことを各家庭で出し合って、子供たちをたくさん褒めてあげてください。
冬休みで更にたくましくなり、それが３学期の生活に生かせるようになると、ますますすばらし

い藤井小学校になると思います。

精一杯頑張った持久走記録会！

１１月３０日（水）、持久走記録会が行われました。これまで子供たちは、自分の目標に向かって
藤井っ子タイムの時間に熱心に練習に取り組んできました。記録会では、みんな自分の新記録に向け
て精一杯頑張りました。保護者の皆様、たくさんの応援ありがとうございました。

揺籃の藤洗心の松

教育目標 豊かな心で助け合う子ども よく考え進んで学習する子ども 健康でたくましい子ども
～洗心の松のように大きく根を張り、揺籃の藤のように美しく、たくましい大木になろう～

〇●● ●●さん(１年) はしるのがはやくなってよかったです。みんながおうえんしてくれたからは
やくはしれました。

〇●● ●●さん(２年) しんきろくをだせてうれしかったです。きょねんよりもタイムが早くなって
よかったです。

〇●● ●●さん(３年) 持久走は５周走ってつかれましたが、じゅんいは９位になりうれしかったで
す。とてもがんばりました。

〇●● ●●さん(４年) 一番うれしかったのは、やっぱり新記録が出たことです。新記録はこれで２
回目ですが来年も新記録を出したいです。

〇●● ●●さん(５年) みんなが応援してくれて勇気がわいて速く走れました。来年は６分をめざし
てもう少し速く走りたいです。

〇●● ●●さん(６年) みんなの応援とお母さんの「行けるよ。頑張れ！」という声がとても力にな
りました。練習の成果を出すことができ、達成感がありました。



人権学習で心の振り返り！
子供たちに豊かな人間性や自尊感情を培い、自他の人権について正しく理解させ、差別のない集団

を作ろうとする態度を育てるために人権週間を毎年１２月に設定しています。教職員も自らの人権感
覚を高めるために、日頃の指導姿勢や言動を振り返り改善を図っています。人権週間は終わりました
が、保護者の皆様も子供たちへの接し方や言動を振り返る機会にしていただければ幸いです。１２月
５日(月)の藤井っ子タイム(人権集会)で行った人権学習を紹介します。

情報モラル教室開催！
１２月８日(木)、４・５・６年生と保護者の皆様を対象に情報モラル教室を行い、インターネット

や SNS におけるコミュニケーションの特徴や利用時の注意点、トラブルから自分を守るポイントな
どを学ぶことができました。ネット時代に生きる子供たちの健全育成を図るためにも今後も情報モラ
ル教育に力を入れていきます。御家庭でもタブレットの持ち帰り時などに情報モラルについて話題に
していただけたら幸いです。

★１２月２８日(水)～１月４日(水)は学校閉庁日となります。その間の緊急の連絡等は、町教育委員会
(８１‐１８７０)までお願いします。

※本校には、壬生小学校区にお住いの方も通学できます。事前に連絡をいただければ、いつ
でも学校の様子を見学できます。
※詳細は藤井小学校ホームページをご覧ください。子供たちの活動の様子がたくさん紹介さ
れています。携帯電話からもご覧になれます。左のQRコードを携帯のバーコードリーダー機
能で読み取ってご覧ください。

親子のコミュニケーションで笑顔いっぱい！
１１月３０日(水)、壬生町教育委員会主催の「子育て親育ち講座」を行いました。今年も町の家

庭教育支援チームの皆様が、「スマイルミッション」という楽しい活動を用意してくれました。４つ
のミッションを親子で協力して行うという内容で、みんな真剣そのものでした。

(保護者の感想)・久しぶりに子供とふれあうことができてたのしかったです。
・遊びを一緒にしただけなのに、絆が深まったように感じました。
・目をじっくり見たり、向き合ったりすることがふだん少ないので温かい気持ちになりました。




